
市立小樽文学館協議会委員公募要綱 

                            制 定 平成２９年５月１９日 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、市立小樽文学館条例第８条に基づき設置する市立小樽文学館協議会の委員（以

下「協議会委員」という。）の公募について必要な事項を定めることを目的とする。 

（応募要件） 

第２条 協議会委員に応募できる者の要件は、次の各号のいずれにも該当する者とする。 

⑴ 市内に住所を有する１８歳以上の者 

⑵ 市立小樽文学館を利用し、その運営に関して、知識，経験，関心等のある者 

⑶ 会議（平日の昼間に年２回程度開催）に出席可能な者 

（公募人数） 

第３条 公募による協議会委員（以下「公募委員」という。）は、１名とする。 

（公募方法） 

第４条 公募は、広報おたる及び市のホームページへの掲載その他の方法により行う。 

（任期等） 

第５条 公募委員の任期は２年とする。 

２ 公募委員は、１回に限り再任されることができる。 

（応募方法） 

第６条 協議会委員に応募する者（以下「応募者」という。）は、市立小樽文学館協議会委員応募用紙

（様式）に小論文（８００字程度のもの）を添付して、郵送、ファクス、電子メール又は持参によ

り応募するものとする。 

２ 小論文のテーマは、別に定める。 

３ 応募書類等は返却しないものとする。 

４ 応募期限は別に定める。 

（選考の方法等） 

第７条 選考は、別に設置する「市立小樽文学館協議会委員」公募委員選考会（以下「選考会」とい

う。）の書類選考により行うものとする。 

２ 選考の結果については、応募者に書面で通知するものとする。 

（選考会） 

第８条 選考会委員の組織等については、別に定める。 

（庶務） 

第９条 この要綱に定める公募に必要な庶務は、市立小樽文学館において行う。 

（その他） 

第１０条  この要綱に定めるもののほか、協議会委員の公募に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

 この要綱は、平成２９年５月１９日から施行する。 



様式（第６条関係） 

市立小樽文学館協議会委員 

応募用紙 

 

令和  年  月  日提出 

（ふりがな）

氏  名 

（ふりがな） 性  別 男  ・  女 

 

生年月日 
     年  月  日 

       （  ）歳 

住  所 

及び 

連 絡 先 

（〒   －    ） 

小樽市    町   丁目   番   号 

電話番号  （    ） 

E-mail 

勤 務 先 

または 

学 校 名 

 

応募の動機 

 

小論文（１０００字程度） テーマ「市立小樽文学館への意見・提言」 

 ※様式は問いませんので、手書きやパソコン等で作成いただいた別紙で構いません。 

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    



                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

 


